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高周波衝撃弾性波調査

非破壊調査手法による形状寸法、亀裂調査から健全性調査まで

広い適用範囲

目　　　的

特　　　長

　高周波衝撃弾性波法により、コンクリー

ト構造物や鋼構造物、転石・浮石、岩盤等

を破壊や掘削調査することなく、衝撃弾性

波（透過波または反射波）の伝播特性の変

化を利用して、調査構造物の表面から地中

部分の深さや大きさ等の形状寸法、内部の

損傷（亀裂の位置や幅等）や劣化の度合い

を簡便に把握・評価・診断することを可能

とします。

・調査対象物の表面から地中部分の寸法形状、劣化の度合い等を簡便に把握できる。

・コンクリート構造物や鋼構造物、グランドアンカー、転石、岩盤等、幅広い適用性を有する。

・既存構造物が介在する場合でも調査ができる。（例えば、フーチングの上から下部の杭の調査等）

・調査装置がコンパクトであり、さまざまな現場条件下で機動性を発揮した調査ができる。

■ コンクリート構造物

■ 鋼構造物

■ グランドアンカー

■ その他

杭（場所打ち、ＲＣ、ＰＣ、ＰＨＣ等）、ダム、

橋梁、河川・海岸護岸、砂防堰堤等

鋼矢板、Ｈ型鋼、鋼管杭等

ＰＣ鋼棒、ＰＣ鋼より線等

木杭、転石・浮石、岩盤、コンクリート

信号柱等

調査概念図（透過法） 調査概念図（反射法）

護岸鋼矢板の設置深度調査事例

橋台の形状寸法調査事例

埋石の形状寸法調査事例 ダムの健全度調査・診断事例 杭の健全度調査・診断事例
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